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治療スケジュール
処方

※ 発熱性好中球減少症のリスクを有する患者ではG-CSF製剤の一次予防投与を考慮すること

Day1、8

※ 2回目以降、1時間～2時間に変更可能
※ 輸液バッグは遮光する
※ 希釈後濃度 1.1～3.4mg/mL

3段階減量
 5mg/kg
 投与中止

2段階減量

トロデルビ(D1,8)21d：16030069

1コース日数 21日
催吐リスク分類 中等度

薬剤名 投与量

トロデルビ注 10mg/kg

2025年12月(第1版)

診療科・対象疾患 呼吸器・乳腺外科・乳癌
プロトコール名 トロデルビ(D1,8)21d

通常投与量  10mg/kg
1段階減量  7.5mg/kg

福岡大学筑紫病院

30分 15分 3時間
※

終
了

カロナール錠（500） 2錠 1日1回 朝（day1、8）

デザレックス錠（5） 1錠 1日1回 朝（day1、8）

（必要時） デカドロン錠(4)   1錠 1日1回 朝（day2、3、9、10）

生食 500mL

（ルート確保用）

生食 250mL

トロデルビ注

10mg/kg

カロナール（500）2錠

デザレックス（5）1錠

パロノセトロン点滴

0.75mg

アロカリス点滴静注

235mg

デキサート注4.95mg

ファモチジン注20mg

生食 50mL


